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・内部統制のために業務規程を可視化して遵守する仕組みを作る

・製品・組織が頻繁に変更されその業務プロセスが変化する

・提携先やアウトソースとの業務プロセスを連携しなければならない

・業務は組織を横断的に動くので連携する担当者が多岐に及ぶ

・業務が標準化されておらず、やり方がまちまちで仕事が属人化している

・不要な業務があり、重複した業務がある

・業務に適したＩＴでないため、十分に使いこなせていない、使ってない

・無駄が多い、何が「あるべき姿の業務モデル」かが判断できない

1. 企業が抱える業務プロセスに纏わる問題点と課題

企業の価値を高め、儲かる会社にしたい

- 業務プロセスに主眼を置いたＢＰＭによる業務の改善が必須 -



3

● BPM( Business Process Management )

ガートナーの定義

--------------------------------------------

ＢＰＭとは、経営に於ける俊敏性の改善やオペレーション上の業績

改善といった経営目標を実現するために、ビジネスプロセス環境を

統括していこうとする経営手法である。

ＢＰＭとは、組織内のアクティビティやプロセスをマネージし、継続的

に最適化させるための経営手法、施策、経営指標、経営慣行、ソフト

ウエアーを利用した構造的アプローチである

---------------------------------------------

2. BPMとは・・・？
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3. 日本版ＳＯＸで解ったこと
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プロセスの
自動化

システム間
の連携（EAI）

ﾛｰﾘｽｸ・ﾊｲ
ｽﾋﾟｰﾄﾞのIT構築

ERP ワークフロー

プロセスの
再構築

業務ﾌﾟﾛｾｽと
ﾃﾞｰﾀの可視化

業務プロセスの改善

プロセスの
分析・評価

モニタリング

ＫＰＩの
向上・改善

最適化シミュレーション
プロセス改善
課題の抽出

ＢＰＭ

●現場主体で業務を可視化・共有化し経営戦略に
基づき継続的にそのプロセスを最適に保ち続ける活動

現場の業務

ＩＴ部門

業務プロセスを
語る共通言語

4.  iGrafxが考えるBPMの定義

業務プロセスを
語る共通言語
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時間経過と環境の変化

昔の【BPR】

時間経過と環境の変化

今の【BPM】

● 継続的な業務改善活動
● スピード感を持って新しい業務プロセスを設計しそれを適応する
● スピード感を持って新しい業務に適したＩＴシステムを構築する

5.  BPRとBPMの違い



★ 可視化したモデルにバラつきが出たり、可視化したモデルが理解しづらい★ 可視化したモデルにバラつきが出たり、可視化したモデルが理解しづらい

★ 現状を可視化しても、新プロセスの考案にまでつながらない★ 現状を可視化しても、新プロセスの考案にまでつながらない

★ モデルをＥＸＣＥＬ等で作成するため、継続的にメンテナンスされない★ モデルをＥＸＣＥＬ等で作成するため、継続的にメンテナンスされない

★ 現状業務がどんどん変化し、作成したプロセスが陳腐化している★ 現状業務がどんどん変化し、作成したプロセスが陳腐化している

★ 改善効果が定量的に見えないのでプロジェクトが評価されない★ 改善効果が定量的に見えないのでプロジェクトが評価されない

★ プロセスの管理方法が曖昧で、結果的に誰も管理していない★ プロセスの管理方法が曖昧で、結果的に誰も管理していない

調査・分析

業務改善

業務運用

業務の
可視化

現状分析結果
が改善活動につ
ながらない

現状分析結果
が改善活動につ
ながらない

作成したプロセス
と現状が乖離して
いく、共有化され
ていない

作成したプロセス
と現状が乖離して
いく、共有化され
ていない

検証手段が
ない、定量的
に効果分析
ができない

検証手段が
ない、定量的
に効果分析
ができない

描いたプロセスが
人によって
バラバラである

描いたプロセスが
人によって
バラバラである

6.  今までのＢＰＭは何故継続できなかったか

業務プロセスの
改善サイクル

フローが書き
づらく定着し
ない

フローが書き
づらく定着し
ない

社員が業務
プロセスを確
認し合う手段
がない

社員が業務
プロセスを確
認し合う手段
がない



☆ 作成効率の高い、メンテナンス性の高いモデリングツールを採用する （使いたくなる道具を与える）☆ 作成効率の高い、メンテナンス性の高いモデリングツールを採用する （使いたくなる道具を与える）

☆ プロセス分析・稼働分析・課題分析な改善効果を定量的理解し社内の合意形成を進め安くする☆ プロセス分析・稼働分析・課題分析な改善効果を定量的理解し社内の合意形成を進め安くする

☆ 可視化された業務プロセスは社内で共有化し誰でもが閲覧でき意見具申が出来る環境を作る☆ 可視化された業務プロセスは社内で共有化し誰でもが閲覧でき意見具申が出来る環境を作る

☆ 現場主導の標準化・可視化と改善基盤と組織の確立☆ 現場主導の標準化・可視化と改善基盤と組織の確立

調査・分析

業務改善

業務への
適応と運用

業務の
可視化

■ ヒアリングや意見具申
■ シミュレーションによる
業務のパフォーマンス
分析

■ 改善の継続性
■ To-Be モデルの検証
■ What If 分析と効果算定

■ メンテナンス体制の確立
■ プロセスを一元管理
■ プロセスの共有化

■ 標準化された書き方と方法論
■ 使いたくなるようなTOOLの導入
■ 現場主義・実業務が主体
■ 業務プロセスの標準化

業務プロセスの
改善サイクル

7.  BPMを継続させるための手法




